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日本勤労者山岳連盟・静岡県勤労者山岳連盟 

 

裾野麗峰山の会（sine１９９４） 

           第２７期・１１巻   ２０２２年   ２月号  ＮＯ．246 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                山行ＮＯ．１９６４ 

                                ２０２２．０１．１５ 

                                富士山 

 

仲間と仲間を結ぶ機関誌 

 
               Ｓｕｓｏｎｏ  Ｒｅｉｈｏｕ  Ａｌｐｉｎｅ  Ｃｌｕｂ 
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２０２２年度・０１月度例会資料                   ２０２２、０１．０８ 

報告・当面の予定                   

   １２月１２日（月）・・・まったりハイク＝丹沢・大山 

      １３日（火）・・・ふたご座流星群見学＝富士山 

      ２５日（土）・・・富士山・二ッ塚 ２名 

      ２８日（火）～２９日（水）冬山合宿＝唐松岳 ３名 中止 

      ２９日（水）～３０日（木）八ッ・権現岳 ３名 

   ０１月０４日（火）・・・富士山・二ッ塚 

０８日（土）・・・初登山＝発端丈山・北東尾根 ５名 

      １５日（土）・・・富士山・山岳スキー ２名 

      １６日（日）・・・富士山・山岳スキー １名 

       １６日（日）・・・県連交流ハイク＝八高山 集合１２時白光神社 

         全体＝７０、講習会＝６１、東部は、三島＝４，沼津＝４、あさぎり＝１０ 

      ２１日（金）～２２日（日）・・・八ヶ岳 

      ２９日（土）・・・ハイキング 

 

２．会員だより 

伊藤さん・・・元気です。ただ、８月末に旦那様がお亡くなりなりました。７６歳でした。ご冥福

をお祈りいたします。来年は、ハイキングに参加予定です。 

小松さん・・・元気です。６６歳になりました。まだ、仕事は続けます。 

峰田さん・・・先日、勝又さんんの店に買い物に来たとのことです。 

 

３．事故報告  

あさぎり山の会  ２０２１/１２/０５ １３；２０ ７１歳・男  全治２１日 

  高ドッキョウ（１１３３ｍ）から徳間峠に下山。１．５ｍの段差で掴んだ木の根が剥がれ３ｍ

滑落し、右手小指を脱臼。上りで使った木の根が大丈夫と思ったが、木の根がもたなかった。 

 

４．寄贈会報とピックアップ 

「やまなし山の会会報」 山梨・山の会  1 月号  NO.296  P20    電子版   

          報告＝旭山、達沢山、七面山、高柄山（ビバーク講習は、有意義だった）、 

           西天狗周回、小辺路＋高野山参詣道、ほか。1998 年から編集の K さんが３ 

月で終了。お疲れ様でした。干支の山＝上野原・虎丸山（468ｍ） 

「あしたか」 沼津勤労者山岳会  １月号  NO.表記ナシ  P11  電子版  

計画＝玄岳、塔ノ岳、県連交流ハイク・八高山、三ッ峠山 報告＝満観峰、赤城山・・・

赤城山は、霧氷がキレイだった。 

「あさぎり」 あさぎり山の会 １月号  NO.339  A4 判  p25  紙製本 

       報告＝高ドッキョ、大丸山、横尾山、天狗岳、比叡山、獅子ヶ鼻、位牌岳、など 

「くろゆり」 三島勤労者山岳会  2021/12/01  NO.503  P9  電子版 

       報告＝50 周年記念山行を実施した。11 月報告、今後の予定、カレンダー、山行実 

績、運営会報告ｎなど。 



3 
 

 静岡新聞から転載 

            12/21 

あの日、あの時  1980/12/29～1/1   爺ヶ岳・東尾根～鹿島槍ヶ岳 

 爺ヶ岳東尾根ＢＣ 

前列左・後藤、竹端  中列左・毛利、土屋、小沢、土佐  後列・露木・杉澤・村松（香取） 
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裾野麗峰山の会・山行報告書                      文・写真 後藤 

山行番  ＮＯ．１９６２ 

日 時  ２０２１年１２月３０日（木）風雪 

山 域  八ッ・権現岳（２７１５ｍ） 

コース  天女山登山口５：１５－天の河原一観音平分岐一前三ッ頭９：１１一最高到達点・２３

９０ｍ９：３５一天女山一登山口１２：１３  
標高差  上り・下り 登山口約１３７０ｍ～最高到達点約２３９０ｍ＝約１０２０ｍ 

藪漕度  上り・下り  なし 

難易度    非常に困難  困難  レやや困難  普通  やや易しい  易しい 

権現様から、引導を渡される 
参加者    後藤・加藤、井上＝３名 

 

 昨年末も書いたが、ここ何年か、年末登山は、厳しい登山が続いている。今回は、特にそれを思

い知った。私も２月で７５歳。真剣に世代交代を認識する時だろう。 

  

 
日の出 

 

 天女山登山口着。車が１台あった。車中にまだ人がいた。天気は良くなかった。風があり雪がパ

ラパラしていた。今回は完全に天気を読み違えた。本来、計画は昨日上る予定だった。 

 昨日は風もない好天だった。１日ズラした訳は、２９日はまだ気温が低い予報だったからだ。と

ころが、予報は外れて更に冬型が強くなった。 

 まだ暗かったのでヘッドランプで出発。下部の嫌な長いアプローチを暗いうちに済ませるのは嫌

いでない。若いころは、１時発なんかザラだった。 

 前三ッ頭（２３６４ｍ）の急登の取っ付き、標高約１９００ｍまで防火帯のような地形が続く。

登山口から標高差は約５３０ｍ。長い割に高度を稼げない。権現岳の難しさはこんな所にある。し

かも、標高約１９００ｍから前三ッ頭まで、標高差約４５０ｍは超キツイ。 

 ５：３０、まだ暗い中上っていると、何処からか音楽が聞こえた。最初、スキー場かと思った。

ナイターのスキーか？ただ、音源は近くだった。実はⅠ君のスマホだった。 
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彼は５：３０に目覚ましをセットしてあるという。その後も目覚ましは、６：００、６：３０と

続き、一体いつまで続くのと笑ってしまった。ようやく明るくなった。日の出だった。下部はガス

はなかった。一息入れ、ランプを仕舞う。南方は快晴。富士山が大きかった。 

 

 
厳しい前三ッ頭の上り 

 

 前三ッ頭上り手前でトップを I 君に任せる。I 君は、ガンガン上って行く。このところ全ての山

に参加しているので絶好調の様子。加えて先日、私と一緒にローバ最高級冬靴を新調した。Ｉ君が 

 

 
新しい靴 
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今まで履いていた革靴は、片足約１．５ｋｇと重かった。ローバは、約９５０ｇ。相当の軽量化

が出来た。絶好調の要因でもあった。 

新しい靴は、軽量だけでなく防寒も備えていた。同行のＫ姉御が「足先が冷たい」と嘆いていた

が、我々の靴は、全く問題なかった。やはり、新しい素材の靴は素晴らしかった。ただ、今回、手

は冷たかった。いつも最初冷えるが次第に蘇って温かくなるが、手袋はアンダー２枚、５本指のオ

ーバー手袋１枚だが、全くダメだった。Ｋ姉御に二股のオーバー手袋を借りる始末。これは改善が

必要だ。 

前三ッ頭の上りからガスが覆って来た。風も唸り出した。風雪の山は久しぶり。体は重かった。

昨夜、飲み過ぎだったか。Ｉ君は、吹き溜まりの膝上の深いラッセルをモノとせず、ガシガシ上っ

て行く。頼もしい。見ていて気持ちが良い上りだった。彼は、来年１月で５２歳。私は２月で７５

歳。いつまでも馬力を維持出来るわけではない。 

 

 
ゴルゴ 13（I 君）                  Ｋ姉御 

 

 厳しい上りをこなして、漸く見覚えのある、前三ッ頭着。上の尾根は、モーレツな吹雪だった。

「地獄モード」に突入。後ろから５０半ばの男性が１名やって来た。我々を抜かしてラッセルをし

てくれと思いきや、彼は休んでしまった。それでも、「ラッセルの礼」は言った。 

 最近、この「ラッセルの礼」を欠く輩が多い。雪山登山は、ラッセル如何で楽だったり、苦しか

ったりする。ラッセルがあれば、例え出発がトップから２時間遅くても最後は追いつく。それだけ

トップは労力が大きく、後発は楽に上れる。 

後ろから、意識的にタラタラ上るのは、登山の醍醐味を欠く上に「ラッセル泥棒」と良くは言わ

れない。しかし、これは一つの「モラルの問題」で勿論、礼を言う義務はない。 

 尾根手前で空腹を満たした。今朝は、４時起床ですぐ朝食だった。既に５時間経過しているから

腹は減る訳だ。完全装備で尾根に出る。前三ッ頭から三ッ頭で標高差は約２１５ｍ。前回の快晴時

で約１時間掛かった。今回のこの天気では、順調でも１時間半は掛かるだろう。 

 しかも、吹きすさぶ雪は、妙に湿った重い雪だった。顔にバシバシ当たると痛くて堪らない。そ

ういえば、この日は朝から気温が高かった。依然として、I 君が頑張って引っ張る。ドンドン先に

進むと姿が霞んでしまった。 

 大声で呼び止め、「どうするか」相談する。初見の I 君には、せめて三ッ頭まで上って欲しかっ

た。ただ、この暴風雪で上り１時間半耐えられるだろうか。勿論、その帰りもある。 
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1986/3 しんぶんＡ 

 

 （冬に初めて権現岳に上ったのは、１９８６年２月２２～２３日。当時は、三島労山だった。丁

度、３９歳の誕生日だった。コースは今回と同じ、天女山登山口から往復。相方は、冬の北鎌、奥

穂、常念、など共にしたＫさん。 

 記録では、前三ッ頭までの予定だったが、手前で幕営した。頂上を落し、下山もワカンを使った

とあるので、雪は多かったようだ。登山口１１時半は、いいペースだった。ま、元気が良ければ、

山中一泊が良いだろう） 

 

フッと先日、知人の仲間が、白山でやはり地獄の中、頂上に辿り着いたが、亡くなったことを思

い出した。頂上に着いたが、既に引き返す余力が無かったのだろう。最悪の結果で、そんな登頂が

何の意味があったのだろうか。 

昨年末もそうだったが、「無理・無茶・無謀」は、「遭難と紙一重」だ。ここは、捲土重来、潔く

引き返すことだろう。そう決まれば、撤退は速い。すぐ下に例の彼がいた。結果、彼も後に下って

来た。「自分はラッセルがなければ、あそこまで上れなかった」と礼を言った。 



8 
 

 
前三ッ頭直下 

 

 
2020/01/16 快晴の三ッ頭 

 

そのすぐ下で、もう１名男子が上って来た。彼は無言だった。後で会わなかったので、結果は不

明。下りは楽で速い。途中で地元の単独の女性に会った。地元なので、ブラブラ、前三ッまでと言

った。盛んに「下りのラッセルをお願いします」と発言。 

下りで雪が多くない場所は、アイゼンが岩に当たりバランスを崩す。トップで下っていて、岩に

引っ掛かり、頭から大コケした。急坂が終わったので、アイゼンを脱ぎ、行動食を食べる。Ｋ姉御

推薦の「温かいホットお汁粉」がサイコーに美味しかった。 
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地元の単独女性               食事 

 

 
地元のシバタさん              革靴 

 

食事後も男性１名と会った。時間的に遅い。最初から頂上の計画ではないだろう。急坂を下り切

って防火帯に差し掛かる頃、やはり地元のシバタさんに会った。白髭が似合う温和な感じの方だっ

た。お歳は７８歳。今年、権現は２６回目と言った。 

今回は、三ッ頭まで。家にいるとＷが五月蠅とのこと。元々、東京だったが、千枚田の指導でこ

ちらに移り住んだと言う。結構、長々話し込んでしまった。このような年配の方が、今も歩いてる

のは心強く嬉しい。靴は、しっかりした革靴だった。 
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2020/01/16 

 

 2020/01/16 

 

今回は、I 君と上り、己の力の無さを痛感した。以前、あるベテランの方に「山の引き際は、い

つだろうか？」と聞かれた。そんな時、私がいつも言っているのは、それは「山が教えてくれる」

だった。今回は、正にそれだった。 

初めての冬山は、１９６８年だった。爾来、５４年頑張って来た。今回、若く馬力がある後継者

が現われた。今後を任せるには、丁度、良い機会だ。 

今回は、「権現さまから引導を渡された」のだ。引き際を「権現さまが教えてくれた」有難いこ

とと受け止めたい。                                以上 
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裾野麗峰山の会・山行報告書                  文・井上  写真・後藤 

山行 NO． 1961 

日 時  2022 年 1 月 8 日（土）無風・晴れ 

山 域  伊豆・発端丈山(410m)北東尾根 

COURSE  長泉静銀駐車場７：００－城山登山口７：５６－長瀬・熊野神社スタート８：４９－・

２３４m９：３1-四等三角点「一之洞」242.8m10:12-三津からの一般道合流 10:21-発端

丈山頂上 10:56（昼休憩）～下山開始 11:50-城山分岐 13:10-城山登り口駐車場ゴール

13:40-（一二三荘で入浴）-大仁駅前食事処「たけ」食事会 16:00-（下土狩満貫で 4 名

2 次会 20:30 解散） 

標高差  上り 長瀬 50m～発端丈山 410m＝360m（累計標高差＝約 534m）            

          下り  発端丈山 410m～城山登山口約 30m＝380m 

藪漕度  上り  ややあり  下り  なし 

難易度    非常に困難  困難 やや困難 レ普通 やや易しい 易しい 

今年も、やっぱりバリエーションで始まった 
参加者    登山：後藤、加藤、勝又、合谷、井上＝5 名 

       食事会のみ：星、峰田、伊藤＝3 名（合計 8 人） 

 

 2022 年の初登山。計画書の標高差は 360m なので、1 時間くらいの軽いハイキングと思っていた

が、ハイキングは三津からの一般道に入ってからのことで、なんのことはない、いつものバリエー

ションが待っていた。 

 長泉下土狩の静銀駐車場で集合し、裾野駅から電車でくる合谷さんを下土狩駅でピックアップ。 

城山登山口には 4～5 台駐車していた。ここから約 4km の道路歩き。狩野川の堤防を歩き、葛城

山のロープウェイの下をくぐる。この時間でも多少は利用者がいるのか、カラカラと動いていた。    

何でも勝又さんの孫が好きで、先日も乗りに来たという。 

長瀬までの途中に「ピオーネ発祥の地」の看板があり、ここで品種改良したようだ。へぇー。53

分も登山靴でアスファルト道路を歩くが、合谷さんが買った高級おせちや自家製原木シイタケがう

まいなど、話をしながら歩くと時間がたつのは早い。 
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長瀬集落で「発端丈山ハイキング入口」の看板があり左折。しかし、我々が行くのはコースでは

ない。尾根の先端にある「熊野神社」の裏左脇を通って登り開始。長瀬川の北西に延びる尾根が今

回のルートで、道がないわけではないが、ほぼ歩かれていないようだ。落ち葉の下の土は緩く、気

を付けないとずり落ちる。急登、直登、倒木、とまあ、いつものことです。 

冒険心があおられ、ジャングルの中を突き進む森林レンジャーにでもなった気分だった（そんな

気になるような森）。人工物と思われる遺跡らしきものを発見。9:20、・234m 点到達と思ったが標高

185m の小ピークだった。9:31、・234m 到達。 

 

 
熊野神社 

 
遺跡 

 

三角点242.8mの手前の230mのピークで細尾根は一旦南に曲がるがそのまま尾根の形につられて

10m ほど下ってしまった。このまま進むと下り続けるのでおかしいと思い、合谷さんがスマホで確

かめると間違っていたことが判明。 

南に折れた尾根のピークの右手（西）にわずかな尾根が発生しており曲がるべきだった。事前の

地図読みの大切さを新年早々改めて感じた。ここはトラバースで難なく予定のルートに戻れた。ト

ラバースした場所にはしっかりと踏みあとがあり、多くの人がここでルートを修正したのではない

かと想像した。 

四等三角点「一之洞」を確認。三角点は、円形の金属製で、「四等三角点」と刻まれていた。（点

名は、下山後、ＧＰＳで確認）。少し下って三津からの一般登山道に合流。道がちゃんとしている 



14 
 

 
山頂直下 

 

ので気楽に歩けるようになった。先頭の加藤さんのペースが速く、いい感じで汗が吹き出し、今日

のビールがうまい予感がする。2016 年に会に入ったころのスピードだ。あの頃は、他の登山者に抜

かれることはなく、抜かしたグループの数が話題だったが、今は抜かれることが多い。 

後藤さんが早すぎると指摘し先頭を変わりいつものペースに戻った。時折雪が残っているのを見

る。発端丈山頂上手前で、仰ぎ見ると山頂に青空が広がる。発端丈山頂上は視界が開けており、360

度の展望だ。富士山は雲の中だったが、海が鮮やか。 

雲はあるが風はなくいつまでもいられる。湾が閉じて見えるので大きな湖のようだ。座るのにち

ょうどよい石や木があり、輪になって昼食をとった。本当の新年会は下ってからだが、まずは新年

の乾杯。加藤さんがめずらしくビールを持ってきて、すきっ腹に飲んだので、一気に回って真っ赤

になり、いつになくおとなしくなってしまった。 

加藤さんはいつも後藤さんに「加藤さんはいつも否定から入る」といわれており、今年は「肯定

する女」になる宣言をした。コウテイの女なので「女帝」だというとうけた（もともと会の女帝だ

とおもっているが）。下りでは、残雪を見ては「雪渓だ、合谷さん、アイゼン！」とふざけた。合

谷さんは用心深くアイゼンを持ってきていた。 

 城山分岐。昔、ここにザックをデポし、男衆が一斉に城山頂上まで走った。心臓が爆発しそうだ

った。城山の岩に何人かとりついていた。毎度、よくやるなあと感心する。 

 城山登り口の駐車場に到着。4 時の新年会の時間まで「一二三荘」の温泉に入る予定だが、それ

も早いので、大仁神社裏の大仁梅林に行くことにした。神社の入口の手水は、50 ㎝くらいの大き 
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山頂 

 

何処かの方 

 

なアユの口から水が流れている。横には「アユの友釣り発祥の地」とある。今日は発祥の地が多い。

神社の屋根が立派だ。若くきれいな「女性神主」が現れた。最初、女性だから「巫女」と思ったが

違った。聞けば、しっかり資格を取ったそうだ。 

ふと貼り紙を見ると、私以外の男衆は今年「死線」だとのことで、お祓いがいるのではないかと

話していた。神社裏の梅林では紅梅と黄色の蝋梅（ろうばい）が何本か咲いていたが、梅林全体が

満開になるには程遠い感じだった。梅林の坂を上るにも登山で疲れた太ももが効いている。梅の木

に人の名前や「予約」と書かれた札がかかっている。なんだろうか。 
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女性神主                  紅梅 

 

「一二三荘」に行くと、駐車場はいっぱいだった。温泉に入れる人数を 5 人に制限しており、男風

呂は順番待ち、女風呂はすぐに入れるとのこと。一旦、一二三荘以外の温泉を探したが、値段が高

いので順番を待って一二三荘で入ることにした。 

「一二三荘」は日帰り温泉 400 円と格安。男衆 4 人は一度に入れなかったが、他の客が出てから

順に入り、一緒に入ることができた。お湯が熱く、後藤さんが水で薄めていた。私は、バリエーシ

ョンルートで右足すねに倒木の枝でけがをしたので足をお湯につけないようにして入った。 

 食事処「たけ」に着くと、電車で来た峰田さんと伊藤さんが待っていた。しばらくして星さんが

車で到着。4 時に予約したが店は鍵がかかっている。他の客も並び始めた。しばらくして、店の主

人がひょっこり現れ、「4 時から 4 時半で来ると言っていたので、4 時には来ないと思った」と勝手

なことを言っている。 

料理は税込み一人 1500 円で、小鉢、刺身、アジフライ、串カツ、鳥のから揚げ。刺身のマグロ

がうまい。揚げたてのアジフライもうまい。昨年の反省と今年の抱負を順に発表。最後に中トロマ

グロどんぶりを何人かが注文しおわり。下土狩につくと、満貫で一杯やって解散となった。 

 

ここから、参加者の発言（着席位置による発言順） 

1. 合谷 

昨年は車をプリウスから 600 万の SUV に乗り換えた。プリウスは狭く山向きではないのでアウ

トドア向きの車を買った。また、テントも買ったがまだ自分で使っていない。75 歳までに今の

家を処分して違う場所で賃貸に住む。70 歳までに行動する。今の家は、加藤さんに譲る（笑）。

今年はもっとアクティブに。まず、スタッドレスタイヤを買う。若いころに一度やった、北海

道一周を夏にやりたい（女衆が一斉に同行に立候補）。お金には困っていない（いつも山の会で

言われている）ので、いいホテルにも泊まってみたい。老け込まないようにしたい。 

2. 井上 

昨年は、八ツ横岳杣添尾根で、下山中に足を痛めて遅れ、皆さんに迷惑をかけた。特に勝又さ

んにはお世話になった。6 月は富士山に登頂するも、下りの体力がなくなり苦労した。10 月は

富士山を 9 合で撤退。12 月は八ツ権現岳天女山口を悪天候のため前三ツ頭で撤退した。今年は

これらを克服したい。 
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 食事会 

 

3. 星 

昨年の能郷白山では急登で蛇が多くてもういいという気持ちだったが、高岡さんが頑張ってい

ると思い自分も頑張った。 

4. 伊藤 

今年は、春ごろから時間をかけてぼちぼち低い山からやる。月 2 回行きたい。 

5. 加藤 

2021 年は全て満足している。厳しい山の厳しさを当たり前ととらえた。厳しさが好きなので満

足。ルートファインディングが好き。道を見つけるのが好き。富士山にひと月に 3 回登った。

今年はぼっちキャンプ。合谷さんが朝おきたら、朝ご飯を出してあげる。昨年と違う山、違う

ルート。めんどくささを楽しむ。まだ、挑戦をする。 

6. 峰田 

昨年は山に行けなかった。2 年連続で、正月の箱根駅伝のゴールまで歩いた。朝 8 時に出発し、

12 時に到着。帰りはバス。娘家族が、旦那さんの転勤でフランスパリ郊外に 2 年の海外生活と

なった。パリに行けたらいいな（コロナで難しいかも）。 

7. 勝又 

昨年は、年の初めと終わりの冬期に参加したが、真ん中の夏は行けなかった。乾徳山では、先

に行った人が見えなくなるほど遅れたのは初めてだった。 

8. 後藤 
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昨年は無事故でよかった。新しい山に行きたい。バリエーションも頑張りたい。6 月は東北の

未踏の山。山岳スキーも更に極めたい。今年も無事故行こう。 

 

 

 

 

 

大仁神社 
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裾野麗峰山の会・山行報告書                     文・写真 後藤 

山行 NO． 1964 

日 時  2022 年 1 月 15 日（土）無風・晴れ 

山 域  富士山（山岳スキー） 

コース  洞門8:10一上塚コル10:15～一本目滑降～下塚下一昼食一下塚頂上11:59～二本目滑降

～下塚下一上塚中腹～三本目滑降～二合目まで滑降一洞門 14:10  
標高差  上り 洞門 1290m～上塚コル 1880m＝590m＋400m＋300（累計標高差＝約 1290m）          

藪漕度  なし 

難易度    非常に困難  困難 やや困難 レ普通 やや易しい 易しい 

ギャラリーに、ほだされて、三本滑降 
参加者  後藤、井上＝２名 

 

先日、富士山に待望の雪が降った。ハイキングの予定もあったが、参加者が少ないので、山岳ス

キーに変更した。周遊道の雪は少なかった。洞門駐車場はイッパイ。少し上に置いた。 

スキーは背負って行く。ピッケル・シール・スキーアイゼンは、軽量化で置いていく。ちなみに

スキー板は４．５ｋｇ、靴３ｋｇ、アイゼン１ｋｇ。ただ、アイゼンは必携。下部は暑くて汗が吹

く。二合目駐車場から雪があった。ここでアイゼンを履いた。 

 

 
駐車場 

 

雪というより、氷なので歩き易い。降った雪は、飛ばされたようだ。吹き溜まりには、いいパウ

ダーがあった。天気は良かった。風もない。登山者は居なかった。滑降適地を探りながら上る。 

約２時間で上塚・下塚コルに着いた。いつもなら幕岩に一本滑るが、黒雲が急に湧いてイヤな感

じ。ホワイト・アウトを避けて、上りし方向に一本滑った。半年ぶりのスキー。最初は、ギコチな

い。 

次第に調子を上げ、下塚下着。雪は雪というより、殆ど氷。でも、ギリギリエッジは立つ。誰も

居ない雄大な富士にシュプールを刻む。う～ん、やっぱりスキーは素晴らしい。ただ、快晴でない

ので雪面がハッキリせず、イマイチ突っ込めなかった。 
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滑降・１ 

 

１１時で空腹を感じたので昼食。今日は、二人で実に静かな食事。安全第一でビアはやらなかっ

た。相方はやったみたい。３０分休んで午後の開始。 

お腹が膨らんだら上りは厳しい。今度は、下塚に上る。ここは急で滑り易い。相方はビアの性で

上りは苦しそう。上塚コルから頂を目指す。頭上に何処かのツアーだろうか、１５～６人、ゾロゾ

ロと三辻方面に向かった。上塚は行かないようだ。 

山頂下から滑降。今度は、上から写真を撮りたいので、相方に先に行って貰う。雪はカチカチだ 

 

 
ツアーの方 
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が、案外、滑りやすい。モナカよりマシだ。快適に下塚を滑降。下からカップルの登山者が二人来

た。登山者の脇まで滑る。「気持ちよさそうですネ～」「凄いですネ～」「どうやって上るんですか」

と質問が飛ぶ。ギャラリーが居た訳でもないが、下まで滑ってもう一本挑む。 

 

 

滑降・２ 

 

上塚を目指した。ただ、上塚は上部に雪がない。途中で終わりにして滑降する。谷を越え、左の大

斜面を滑る。傾斜が緩く滑りやすい。相方の動画を撮った。今まで動画は余り撮ったことはない。 
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滑降・３ 

 

帰って編集した。パソコンで観れるが、スマホではダメだった。なかなか、難しい。絵はサイコ

ーに良かった。台地をこなし、二合駐車場脇まで滑った。大満足。初スキーにしては上出来だった。

後はスキーを背負って、ブラブラ、洞門まで歩いた。何処かのオジサンが一人でソリを持って山に

向かった。何に～、えええ～だった。 
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  01/12 三島市・源兵衛川 

 
  日本勤労者山岳連盟 

   静岡県勤労者山岳連盟・東部ブロック 

   裾野麗峰山の会（愛称・れいほう山の会） 

   会報「れいほう」 

   第２７期・１１巻  ２０２２・２月号  NO.２４６ 

   連絡先 静岡県駿東郡長泉町下土狩 1541-12 徳山荘 

   090-8956-9990  055-986-6075 

HP       http://susono-reihou.babyblue.jp/ 

mail     takanori_reihou8888@yahoo.co.jp 

 


